
平成28年４月熊本地震に係る熊本市災害廃棄物処理実行計画の概要
平成28年６月14日 熊本市

第１章 災害廃棄物処理実行計画策定の趣旨

計画の目的
今後の復旧・復興に向け、災害廃棄物（片付けガレ
キ、解体ガレキ）を適正かつ円滑・迅速に処理するこ
とが不可欠であり、その実施に関する具体的な計画を
「実行計画」として策定するもの。

計画の期間
計画策定以降、熊本地震及び余震に伴い発生した災害
廃棄物の処理が完了するまでの期間とする。

計画の見直し
計画策定後、災害廃棄物の処理を行う各過程におい
て、災害廃棄物の量及び質に係る精査を行うこととし、
災害廃棄物の発生状況や処理状況、処理体制等につい
て変更等があった場合には、適宜計画の見直しを行い、
適切かつ円滑・迅速な処理の実現を図る。

第２章 被害状況と災害廃棄物の量（平成28年６月１日時点）

第３章 災害廃棄物処理の基本方針

基本的な考え方

（１）計画的かつ迅速な処理

（２）アスベスト飛散防止等の環境に配慮した処理

（３）地域経済復興への寄与

（４）安全性の確保

（５）最少のコストで最大の効果

処理期間
（１）災害廃棄物の集積
平成30年３月末頃を目途に、損壊家屋等の解体・撤
去に伴い発生した解体ガレキ等の全ての災害廃棄物を、
仮置場等に搬入することを目指す。

（２）災害廃棄物の処理・処分
平成30年６月末頃を目途に、仮置場等から再資源化
施設あるいは最終処分場へ、全ての災害廃棄物の搬出
を完了することを目指す。

第４章 災害廃棄物の処理方法

区分 戸数

全壊 ２，９５１棟

大規模半壊 ２，７７６棟

半壊 ９，６００棟

一部損壊 ６３，４３７棟

合計 ７８，７６４棟

種類 発生量（推計） 備考

コンクリート類 ５０１，０００ｔ セメント瓦含む

木くず １７３，０００ｔ 家具類含む

瓦くず １３．０００ｔ 焼き瓦

金属くず ３０，０００ｔ

混合ガレキ ５３，０００ｔ 石膏ボード 等

その他 ４２，０００ｔ 畳、家電４品目、処理困難物 等

合計 ８１２，０００ｔ

地震による熊本市の被害状況 種類別災害廃棄物の量

※今後、損壊家屋等の解体・撤去の状況等を踏まえ、災害廃棄物処理の各過程において災害廃棄物の量及び質に係る精査を行うことと
しており、災害廃棄物の推計量について変動しうることに留意。

※熊本市の１年間の廃棄物の年間排出量（平成26年度実績）は、一般廃棄物は約236,000ｔ、産業廃棄物は約681,000ｔ。

災害廃棄物の処理フロー

※２次仮置場としては、戸島仮置場、城南町仮置場、扇田環境セン
ター内、民間最終処分場内、公有地（熊本市内）を想定

○一般家庭等で発生した片づけガレキについては、同年７
月上旬までにステーションから撤去し、東部・西部環境
工場等への搬入を完了する。
○損壊家屋等の解体・撤去で発生する解体ガレキについて
は、平成30年３月末までを目途に二次仮置場等に集積し、
早期の処理完了を目指す。

災害廃棄物の処理スケジュール


